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「開かれた大学」を侯つ

石 田紀郎

人間環境大学特任教授

元京都大学大学院アシ
゛
ア・アフリカ地域研究研究科教授

「開かれた大学を目指 します」とは一時期に

流行つたフレーズである。インターネット検索

で、開かれた大学とはどんな大学だろうかと調

べてみると、なかなか楽しいものである。キャ

ンパス内を市民が自由に散歩できるようにして

いますというのもある。なるほどなと感心する。

次に多いのは、教養講座を学内で開催している

ので、ぜひともご参カロくださいとある。あるい

は、大学設備の見学日を設けており、教員が案

内しますとある。まあ、これなどは、いわゆる

オープンキャンパスの一種で、自校の宣伝を社

会貢献のように言い換えているだけだろうと言

いたくもなるが、本人はまじめに思つているよ

うでかわいいものである。

同じように、市民を学内に招くとしても、図

書館の市民利用のサービスを実行している大学

があり、好感が持てる。いずれにしても、どの

大学でも市民を学内に呼び込んで、教えてやろ

うというのが下地にあり、市民と積極的に接し

たいと思つている教員が少なく、たぶん担当者

を選任することで苦労しているだろうと思 う。

すなわち、本当はや りたくないのだが、社会の

風潮と趨勢や、文科省の意向もあるから「開か

れた大学」の体裁を整えておかなければとの対

応である。京大にもそんな市民相手の講座があ

った。

開かれた大学とは、それではどんなものだと

思つているのかと訊ねられたとしたら、市民社

会が直面している困難を市民とともに解決する

努力を大学の構成員 (特に教員)がすることだ

ろう。そして、その逆の、大学が抱えている問

題を市民と議論することによつて、市民に支持

された大学となるだろうというような姿勢を大

学が持つことだろう。いずれにしても、一方的

に呼び込み、教えるのが大学ではないだろう。

福島原発の崩壊とその被害を発生させたこと

に関して、京大の原子力I「 学教室の関係者は何

をしたかを市民は監視・観察しておいて欲しい。

筆者が代表を務める NPO法人・市民環境研究

所
1は

、京都大学工学研究科原子力工学専攻の専

攻長に、福島原発崩壊と原子力研究者の責務・

反省を市民に対して話してほしいと申し込んだ

が、専攻長は逃げの一手であり、実現しなかつ

た。現在の京大を象徴している。

筆者は「開かれた大学Jな どとは言わなかつ

たが、研究者の在りようを求めて、公害や環境

問題発生現場を 40年ほど歩いてきた。そして、

公害なんぞを調査する奴は、三流、三流の研究

者だといわれながら、結局はそれ以下の研究者

として人生を終わりそうである。それでも、多

くの現場で、多くの科学的にものごとを考える

市民と合い、こちらが高めていただいた。

京大を退職して、京都学園大学のバイオ環境

学部の準備室で働き、一期生と一緒に大学を卒

業した。京都学園大は亀ln41の 水田と小高い山の

間にある。準備室に入つて最初にしたことは、

学生の作物栽培実習用の田んぼを借 りることだ

1「市民環境研究所は、地域で、あるいは大学で、

様々な課題を考え、活動をする人たちが集 う場で

す。J(URL:http:〃、ぃvw13 plala o可 p/11pO― pic/)
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つた。1回生全員が半期ではあるが、畑で作物

を栽培 した。素人の私たちの指導だから、学生

は困つただろうが、私には日論見があつた。 1

年、2年 と経過すれば、地域の百姓がきっと見

るに見かねて助けてくれるだろう。そんな百姓

の出現を待てばよい。 1回 生が右往左往 してい

るのをきつと見ているに違いないと思つていた。

そして、3年 目に百姓が現れた。無償で 4人

ほどが手伝ってくれた。今どきの農村で、20歳

前後の男女が田んぼに入つているだけで、それ

は村の祭りのようなものである。かくして、大

学と地域とのつながりが広がって行った。大学

とは、お高くJLま っている存在ではなく、周辺

地域の人々と交流するチャンネルをいつばい準

備し、教え教わる存在でなければならない。

写真 作物栽培実習の風景 (■岡市曽我部町)

植物園を考える会は、京大というお高く止ま

つている大学を市民に開放し、市民も、職員も、

教員も、学生もが高め合つた活動であつたと思

う。大学が準備し、専門家が壇上から市民を教

えるのではない大学があることを示された。こ

んな活動を、京大という大学が評価してくれる

ようになり、京大が真に「開かれた大学Jに な

ることを期待 して待っていようと思う。

第 100回観察会を終えて

影山貴子
京都大学理学研究科生物科学図書室・元職員

久松ユ リ

京都大学理学研究科生物科学図書室・職員

去る 20H年 7月 21日 、第 100回京大植物園観

察会が開催されました。2003年 4月 より毎月続い

た観察会は、この 100回をもつて終了しました。

記念すべき最終回のガイ ドは、第 1回観察会のガ

イ ドでもある今村さんにお願いしました。

2002年 に行われた植物園環境整備における樹木

伐採がきつかけとなり、当初はいろいろな考えの

人たちが危機感を持って植物園の周 りに集まって

きました。その中で私たちは、様々な形で植物園

と関係 している人々と京大当局が対立するのでは

なく、植物園のあり方についてそれぞれの立場か

ら自分自身の問題として考え話 し合 う場所を提供

するため、「京大植物園を考える会」 (以 下「会J)

を創設 しました。大げさなことは避けたかったの

ですが、大勢の方の支援が必要と考え、同じ考え

をもつ人たちとともに、会設立の賛同を得るため

の署名運動をおこしました。全国各地から署名が

集まり、植物園のより良い運営を希望する要望書

に署名を添えて理学研究科長へ届けました。会は、

植物園をめぐる諸問題を話 し合 うシンポジウムや

当局への提言、運営に関する数々の申し入れなど

を行い、またそれらの活動と並行して、植物園を

多くの人に知ってもらうため月に一度の観察会を

続けてきました。

この植物園は、街中のキャンパス内にありなが

らひっそりと目立たず、学外だけでなく学内でも

知る人が多くありません。いったん足を踏み入れ



ると山中に迷い込んだような錯覚に陥 ります。東

山連峰から占田山、イLの森、京都御苑、賀茂川、

京IF・府立植物同、船 司山、双ケ丘へと連なる京都

盆地の緑地帯のひとつとして、鳥や虫や動物の活

動のために重要な位置を占めています。90年近く

の歴史を持つ植物園の移 り変わりの中で、観察会

を重ねるごとに、私たち自身尽きることなく学び

楽しめる植物園であることを改めて知ることがで

きました。動植物の様々な営みを育んできた植物

園の魅力を少しはlFtり 起こせたのではないかと思

います。 しかし観察会を始めた頃には 100回 まで

続けることになるとはそえていませんでした.こ

ういう活動につきものの裏方の作業lt楽 しくもあ

り、苦心もありました.

写真 1 観察会終了について説明する

最初は専属のガイ ドさんがおられたのですが、そ

のかたが就職で高「れられたため、毎回いろいろな

専門の研究者等の中からガイ ドさんを探すことが

Z、 要になりました。まずガイ ドをお願いして、引

き受けてくださるようでしたら日程を調整します。

日取りが決まれば植物1束1利 用中請を提出します。

許可が出たらガイ ドさんにテーマを決めていただ

き、チラシやボスターを作成・lle布 します。メー

ルでも可能な範LIlに お知らせを送 ります。当日は

受付とガイ ドさんのアシス トをし、観察会が終わ

ったら参加者から感想文を可収 します。ホームペ

―ジヘ感想文と写真のアップをする頃には次 司の

ガイ ドさんを見つけなくてはなりません. 1か月

|ま 短く、常になんらかの作業をしていました。ガ

イ ドをお願いすると、l■ とんどのかたが快く引き

受けてくださつたことが続けられた要因である気

がします。動植物のみならず、植物園にまつわる

様々なテーマ (資料 1参照)で行われた観察会は、

他とは一味ちがった観察会として、学内だけでな

く遠くから楽しみに参加される方々も定着してい

ました.

しかしこの 8年余りの間に多くの変化もありま

した。大学という学びの場は次へのステップの場

でもあるということを強く認識しました.活動を

支えてくださつた院生の人たちが、就職や研究の

場の異動で次々に京大から去りました.職 員たち

1)定 年を過ぎ、あと数年で全員が大学を去ること

になりそうです。そのため今までのように観察会

を糸眺続り
~る

には難しい状況になつてしまいました。

新 しいスタッフの育たなかった理由のひとつに、

最近は学生自治会をはじめとして、|口 体で何か共

通の日的を持って行動する若いノ、がliF端 に減つた

ことが挙 |デ られます.ま たスタッフの多くが職員

のため、学¬S学 生さんの参加 しにくい昼休みの時

間にしか観察会が設定できなかつたのも痛手でし

た。それで1)100回 まで続けることができたのは、

積極的にボランティアとしてガイ ドを引き受けて

くださつた人たちだけでなく、ことあるごとに手

を貸してくださつた院生の人たち、そして毎巨lill

察会を楽 しみにしてくださつた参加者がおられた

からに他なりません.そ して、表にはあらわれま

せんが、常に会の活動を気にして声をかけてくだ

さる大勢の方の存在 も心強いものでした.参加者

からは、 これまでは気にもとめずに過ごしていた

生き物たちと出会い、 1年門家の説明を聞くことで
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毎回新しい発見があり、これまでとは違つた考え

方ができるようになったという意見も多く寄せら

れています。それを聞くにつけ、続けて良かった

とつくづく思います。観察会を継続してみて 「身

近な自然や生き物の存在に気付くということが観

察会の機能であること」また 「地域の方々に憩い

と学びの場を提供することJの重要性を実感して

います。

写真 2 今年 (2011年 )もユクノキの開花がみら

れた

今後の観察会については、社会に開かれた大学ヘ

の期待が高まっている昨今ですので、京都大学 (あ

るいは理学部)主催の京大植物園観察会を提案し

たいと思っています。また観察会継続を強く希望

しておられる学外の方が、独自の開催方法を模索

しておられますし、この 4月 に発足した理学部社

会交流室へ観察会の共催を申し入れる動きもあり

ます。私たち会の事務局を担つてきた者は、新た

な計画からは退かせていただき、これまでの資料

のとりまとめ、可能な範囲で記録を残 しておきた

いと思つています。ずっと続けたかった観察会で

すが、今後は皆さんの力でもつと良いかたちに作

り_Lげ られることを心から願わずにいられません

学べる植物園2

今村彰生

大阪市立自然史博物館外来研究員

足かけ 9年の観察会が最終回を迎えました。第 1

回のガイ ドが 2003年 4月 10日 でしたので、随分

経ちました。確かに継続は力なりですが、この間、

私の肩書きも 4回変わりましたし、継続している

と年をとります。通算で 20回以上ガイ ドをさせて

いただいたとのことですが、理学部植物園の教育

面での利用価値や文化的な価値について自分自身

が理解を進めながら、毎回のテーマを考えては解

説のための勉強をする、という作業に手間と時間

をかけてきました。

最初と最後、というお役目ですから、初回の話や

ガイ ドを務める中で学んできたことなどを織 り交

ぜながら、「京大理学部附属植物園の本質的な価値

について考える」という「考える会Jの本質に立

ち返るために、「学べる植物園Jと いうテーマにし

ました。

まずは、定番中の定番、植物園入り口付近のチャ

ンチンモ ドキ (ウ ルシ科)です。チャンチンモ ド

キ (C/7ο
`″

ψο″″α
'α

′物r,s)は ウルシ科チャンチ

ンモ ドキ属の植物です。かつて、第二紀鮮新世に

は東アジア、東南アジアに広く分布 していました

が、現存する近縁種がなく1属 1種です。現在、

日本での自生地は熊本と鹿児島の一部のみです。

チャンチンモ ドキをこの植物園で知り、いまだに

果たせてはいませんが、いつか自生地を訪ねよう

と′いに決めています。観察会を通じて、この植物

2本稿は、京大植物園を考える会ホームページ

(http:“ a3yaq alllp■ o瑠たbgardCt17kallsatu/kansatukai ht

ml)に 掲載された、第 100回観察会の「ガイ ドレポ

ー ト」を加筆・再編集したものです。
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がかつては日本で 1)非 常によく利用されていたこ

とや、ネバールでは今でも食料として利用されて

いることt)知 りました。平凡社の『 日本の野生植

物』という図鑑3での紹介写真は、この植物園の木

の写真が使われています。大きな木が一本立ちで、

花も果実も観察できる、という意味では、植物園

が図鑑作りにも役立つわけです。

写真 1 チヤンチンモ ドキを見上げる参加者たち

では、なぜチャンチンモ ドキの自生地が縮小して

いるのでしょうか,同属に仲間がいないことが分

類群としての衰退傾向を想起させますが、人間に

よる生慶、地の破壊などを除けば、生き物の分布の

変化 (拡 大、縮小)や、種構成の変化 (絶滅する、

あらたに移イ):し てくる)と いつた過程やその要因

をり」らかにすることは、容易ではありません。

繁殖力が弱いのか、まずはそう考えるでしょう。

しかし、自生地とは条件が違 うはずの植物園で育

っているのに、膨大な量の果実が落ちてきます.

種子は大きく、直径 5セ ンチほどもあります。「見

かけに種子はたくさんあっても、芽が出ないので

3佐竹義llt、 原寛、li理俊次、冨成忠夫編

『 日本の野生lLA物 ・木本』平凡社

はないかJと いう参加者からの声もありました。

ですが、よく探してみてください。親本の根元が

実生で埋め尽くされています。むしろ繁航力旺盛

に見えます。謎は深まるばかりですが、こうした

探求′さを刺激 してくれることこそが、理学部植物

園の重大な役害1だ と思 うのです,図鑑でも扱いに

困るような植物が、日の前で花を咲かせて果実を

実らせているというのは、なんとも貴重で幸せな

ことだと思います。

写真 2 母樹の下に密生するチャンチンモドキの実生

つづいては、ハナノキ (И cα ″″み″′″?va■

″'C″ α″ル″″2)と いうカエデを紹介しました。私は一

度だけ、京大の生態研センター (当 時は植物園内

に研究室がありました)に所属していた先輩に連

れられて、岐阜県にハナノキの自生地を見に行つ

たことがあります.

写真 3 ハナノキの観察(1993)
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ハナノキは湿地性とされ、貧栄養土壌に自生する

とされますが、そのような土地自体が開発などで

失われている影響は大きいと考えられます。東海

丘陵要素という植物群に数えられ、東海地方でか

つて行われた某巨大博覧会イベン トでも、シデコ

ブシなどと同様に注目が集まった記憶があります。

伝統的に、カエデはカエデ科に分類されていまし

たが、最近の分子系統分類を反映した考え方では、

カエデ属はムクロジ科に組み込まれています。モ

ミジに代表されるカエデの仲間であるカエデ属と

いうまとまりは崩れていないので、混乱する必要

はないのですが、参加者からは「ムクロジ科 ??J

という反応もいただきました。当然の驚きです。

そこで当日は、参考書籍として『植物分類表』 (大

場秀章編著、AbOc社 )を紹介しました。辞典とし

ても読み物としても面白いと思います.

つづいて、オオハング (И rおαο711″ ″″″″′プ′″777,か

つては P′″
`′

′プα″″αr″aと いうサ トィモ科の植物

を紹介しました。やはり、理学剖∫植物園で初めて

見ました。野生のものが見たいという衝動にから

れましたが、近くにはなさそうです.京都市近郊

の常緑広葉樹林にもかつては生虐、したのかもしれ

ませんが、人間の影響なのか、都市近郊の林から

はいろいろな植物が姿を消してしまっています。

その後、霧島の鹿児島県側の山あいを走る県道の

脇で群生しているのを見ることができました。ハ

ナノキと同様に湿地性で、斜面から水がしみだし

ている所でした。足下にヒルが殺到してきました

が、それよりもずつと興奮したことを覚えていま

す.サ トイモ科で近縁のムサシアブミとい う植物

も、この植物園で初めて見てから、埼玉県の狭山

丘陵の河畔で見つけたことがあります。そのムサ

シアブミには花がなかつたのですが、植物園での

予習が活きて、葉つぱだけでも見分けられました。

初めて出会ったという意味でもそうですし、予習

が活きたということにも、感動を覚えました。

ハナノキは花の本の名のとおり、美しい花を咲か

せますし紅葉も美 しいものです。オオハングは変

わった形の花を咲かせますし、果実の熟し方も興

味深いものです。 しかし、自生地が限られていて

身近にない場合、短い花の時季に合わせることや、

果実が成熟していく過程を観察することは困難で

す。実際、時季を外してしまうということがよく

あって、悔 しい思いもしてきました。その点、理

学部植物園は非常に近い所にありますし、植物や

その他の生き物が豊富です。紹介してきた通 り、

貴重なものや珍しいものもたくさんあります。な

により、頻繁に足を運ぶことができ、生き物のご

く短い期間での変化でも観察することが可能です。

しかし、そのような植物園の価値は、見る者や利

用する者によつて認識されなければ価値がないの

も同じです。利用者 自身が学び、見る日を養わな

ければ、せつかくの空間も宝の持ち腐れです し、

「仕分けJの盛んな世にあっては、そのまま利用

できない状態に陥ってしまう危険があります。

2003年以来、この観察会のガイ ドを通じて、私自

身が学びの場を得たことは幸運でした。 しかし、

観察会の狙いの一つでもあつた 嘲 察会の先の利

用や学びJが行われていると感 じることまではで

きず、それは残念です。たとえば論文業績に繋が

写真 4 開花中のオオハンゲ
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らないとして、敬遠されるのでしょうか。大学で

「教養教育」が専門教育に比べて軽視された時期

もありましたが、学ぶことの意味や価値はアプリ

オリではないです し、ずつと時間が経ってから感

じられるはずのものです。「役に立つかどうかJと

いう基準から離れて、シンブルに学びの場として

京大理学部附属植物園が利用されつづけることを

願っていますし、私はそうしたいと考えています。

観察会に参加 して

橋川篤子

京大植物園観察会スタッフ・参加者

Fll察 会 1001り |お めでとうござtヽ ます=こ こまで支

えて ドさつたスタッフの方々、お■れさまでした.

そして、これで終わってしまうことを大変残念に

思つています.今後の運営に関する会合に出席さ

せていただき、外部の者にはわかりにくい事:晴が、

たくさんあることに気づきました,私は、16回 し

か参加できませんでしたが、他の観察会にはない

視′ほがあって、女tに 入つていました.虫 はそれほ

ど詳しくありませんでしたので、気づくことも多

く、地衣類は名前を知つていたぐらいで、実物を

見たのは初めてでした:少 しずつ成長 しているこ

とも驚きで、身近にある木々を見る日が、変わり

ました。ルーベ持参で歩きたくなるl■ どに.

fl学 読み物研究会の読書会に、参加していますの

で PRしたら、ここの近くの人や何ノ、か来て下さつ

ていました。開催日程が定期的ではないので、参

加 しにくいとも言われました,実はれ、も 2005年 1

月に初めて参加 しそれが木曜日で、近くに住んで

おらず、情報源もありませんでしたので、それ以

後は、毎月木曜日にされていると思つていました。

その頃は、自宅介護中の在宅日で外出できず、参

加できないものとあきらめていました.介護を終

え、 日「 年 3月 からは、 ほばずつと参カロさせていた

だいています.先 日初めて今までの記録を拝見し、

知つていれば参加できた日や、関心のあるテーマ

もあつたのにと思いました.

写真 観察会の受付を手伝う筆者

歴史のある樹齢の古い本がある、あの空間を一般

の私たらから開じてしまわれるのは、とて 1)残 念

に思います。第 1001亘|の 観察会で紹介されたチャン

チンモ ドキ。分布地が少ないとお聞きしましたが、

初めて見たのは万博公園で、もつと低い本でした.

関東在住の葉っばに詳しい葉画家 (葉 っ|ま の絵を

描く人)の知人に話すと、どんな木か知らないし、

見たこともないと言われ、それほど珍しいものな

のだと思いました。植物園の門を入つてすぐにあ

るユリノキやセンダン1)で すが、競うように高く

育っていて、この本 1本にしても貴重な t)の だと

思います。学生さんの研究が、広範け|に わたると

はいえ、 近くにいいフィール ドがありますのに、

もつたいなくて,森に|ま 、さまざまな効果がある

とも問いていますので、全学吉|`の 方々に PRさ れれ
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ばいいように思います。最近、学内でも吉田キャ

ンパスにおられる方は、ここに植物園があること

をご存知ないことも多いとお聞きしてびっくりし

ました。

私自身は、10数年前から、京都御苑の四季の観

察会とトンボ池の観察会、万博公園の月 1回 (7,

8月 は休み)の観察会に参加してきました。御苑は、

少しずつ世代交代してきていますが、京都自然観

察学習会の鳥・虫 。きのこ・植物それぞれ専門の

先生が、半日にわたつて説明・案内して下さいま

す (資料が充実、無料、毎回 100名 前後参加c時

には観光客の方も)。 万博公園は、万博が終わつて

40年、森の形になつてきて、オオタカが営巣する

ようになつたり、ビオ トープを作って、外来生物

を排除しながら整備 されています。自然観察学習

館指導リーダーの会こもしゃび (昆虫・森の工作

教室・植物・野鳥・ビオ トープの一文字から命名 )

があり、83歳 のもと小学校の先生やその教え子の

60代 の方々、シニア自然大学 OB、 緑花文化士 (私

も緑花試験をずっと受けていましたが、2級までで

した。)の方々が、案内して下さいます。(1時間半

くらい、資料あり、100円 、毎固定員 30名 。)吹 田

在住の方が大半ですが、この植物園の話をします

と、大阪市大のように、自由に入れるといいのに

と言われます。研修もしつかりされていて、府立

植物園での研修に参加させてもらいましたが、ほ

ぼ一日今でもその時のノー トを見ると歩けるほど

詳しく、質の高いものでした。吹田野鳥の会の方々

が、毎月定点観察され、2月 に事前申込で半目同内

の冬鳥を観察します。この植物園は学外からでも

申し込めば利用できるとのことで、いつか利用し

たいと思います。小石川植物園のように、有料公

開されればとも思います。後継者不足から言えば、

国分寺に本部がある一般社団法人 JEAN4と ぃぅ、

データをとりながらビーチクリーンをしたり、海

の環境を考える団体があります。少しブランクあ

つたものの復帰 しましたが、スタッフが私と同様

50代 で、なかなか 20～ 30代 に引き継いでもらえな

いと言われていますので、どこの団体も同様のよ

うですね。

パソコンも携帯も持っていませんので、IIPは一

般利用登録をしている京都精華大の情報館で見て

います。プリンターは使えませんが、本や雑誌の

貸出しもできます。子供から高齢者まで利用され

ていて、活気があり大学全体で温かく迎えて下さ

る雰囲気があります。他の大学の公開講座もよく

利用 します。大学は、このようにすべての人に開

かれた場であってほしいと思います。

京大植物園へのい ざない

高田道子

京大植物園観察会・参加者

「きのこ目になって下さ―い。J

(き のこ目?)

「お茶はみんなクローンです。」

(え つ ?)

「竹と笹の違いは ?J

(みんな一緒ちゃうん ?)

「蛇にはしっぽがあります。」

(全身しっぽみたいやけど ?)

と、毎回こんな調子でガイ ドの先生の言葉にびつ

4 Japan Environmcntal Action Networkの 略称。海洋
ごみ問題の改善と普及・啓発を目指して取り組ん
でいる。1990年 設立。uRL:hip:〃、v、v、jeanjp/
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くりさせられることが多い観察会。京大に植物園

があると知ったのは、三橋節子についてのテレビ

放送でだった。よく通いそこにたたずむのが好き

だったと聞き、どんなとこだろうと思いどうした

ら見ることができるのかと思つていたところ、観

察会のポスターを発見 !イ ンターネットで調べた

ら、あるある。 しかし、なかなか日程が合わず、

参加できた時はとってもうれ しかつた !健康のた

めに歩き始めたが、だんだん山歩き (と いつても

低い山ばかりですが)をするようになり、草木や

鳥などに興味がわいてきて自宅のベランダに来る

蝶や鳥などと一緒に色々なことが知 りたくなる。

そんな中で疑間を解いてくれるのが、観察会だつ

た。

植物園のルリヤナギ (画 :高田道子)

外からみるとさして大きくない植物園のように

見えるが、中にはいると大きな木もあり池まであ

る。研究のために限られた道しか通れないので何

回通つても、すべて見ているのかどうかさえわか

らない。そこがまた神秘的だつたりして。日本に

はない植物も多いらしいが、自然にまかせている

ようで、だんだん自生種が多くなり枯れた草木も

多いと聞く。でもそんなことはおかまいなし。自

分の庭のごとく月 1回 の散歩を楽 しむ。桜がずい

ぶんと上の方で咲いていたり、でかい椿の花があ

つたり、鳥に食べられたくわがたの頭が落ちてい

たり 。ガイ ドの先生もすごい、質問すると即座

に答えが返ってくる。 (さ すがだ !)

知らないことって本当に多いんだと改めて気づ

かされた観察会。そんな観察会がなくなるのはと

ても残念 !是非、これからも続けていってほしい。

知る楽しみを教えてくれた観察会、それはまた人

生を豊かにしてくれるいい機会なのだ。

みんながガイ ドの観察会5

大石高典

京都大学アフリカ地域研究資料センター研究員

2006年 1月 からずつと、特に 2009年初めまでは

ほぼ毎日、この 1 2haの 小さな植物園および周辺の

生き物をテーマに写真撮影による観察・記録を行い、

その一部をブログ『京大植物園 TODパ剣 6を 媒体と

して、公開してきました。2011年 10月 10日 で開

設 2,100日 日、投稿記事数は 2,552(12/日 )、 総ア

クセス数は 439,323 PV(128,2391P)に 達します。

おおよそ、公開している写真の 10倍から 20倍の

枚数を撮影 してきましたので、手元のハー ドディ

スクに入つている写真は合計で 5～ 6万枚以上にな

ります。

そもそも、このブログ「植物園 TOD層 Jを始め

るきっかけは、京大植物園を考える会の活動の中

で、多くの方から「京大植物園つて、どこにある

5本稿は、京大植物園を考える会ホームページ

(http:/71a3yaq amprorg/― bgardeゴ kansatu/kansatukai ht

ml)に 掲載された、第 99回観察会の 「ガイ ドレポ

ー トJを加筆・再編集 したものです。
6 uRL:http//blog goo nc」 p7bgfanclub

ィ メた

10
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の ?|「 どんな生き物がいるの?Jと いう声に多く

接したからでした。意外だつたのは、植物園周辺

に住まわれている一般の方よりも、学内の学生や

教職員からそのような声が多く聞かれたことでし

た。植物同はずっと、知る人ぞ知る場所だつたの

です。そこでまず、①その日その日の植物園の生

き物や
/1N体

状況に関する情報を発信し、植物陳|の

存在を知ってもらうこと、②正確な見PIり 調査は

できないけれどt)、 その日その日の動植物の動き

を可能な限り記録することで、植物国に接む生き

物のフェノロジー記録として残すこと、そして、

③植物園に関する資料やデータの整理、公開を行

つて、誰でも植物園に関心のある人が検索システ

ムを使って知りたい1青 報を得られるようにするこ

と、が日的でした。大げさか t)しれませんが、①

から③を一般公開条件下で行うことが、植物園と

その周辺の環境について考える上で、「 lf民による

環境監視J(故・中南元 元大Flx大学講師)の役割

を自動的に果たすものと考えました.

毎日観察を継続すると、様々な「発見J力 あ`り

ます.見えてくる生き物の生活 (1芽生えから枯れ

るまでJの 生活史の観察)、 資料を蓄積 したり、他

地域と比較することで環境の変化がわかることも

あります。2011年 6月 23日 に行われた第 99回観

察会では、そんなささやかな 「発見Jを 発信する

ことをテーマに植物園を歩きました,『東大植物園

TODAY』 は、ラフではありますが日々の開花結実

情報を写真と共に掲載してきました。このような

中長期にわたる生き物の生活記録は、工夫次第で

自然観察に活用していただくことが可能です。過

去 5年間の各 6月 に、「京大植物国TODノW」 で取

り上げた生き物たちのリス ト (植物 51種、動物 8

種、菌類 7種 )を参加者の情さんに配布 し、鈴筆

やデジカメを片手に、今年の状況を小グループに

分かれて観察・記録していただきました。5～ 10

回以上観察会に参加しているリビーターさんが企

体の 3分の 1近 くおられましたので、数人で組を

作って頂けば、お互いの知っているイキモノに関

する知lFlを 重ね合わせて、十分に開花や結実など

のフェノロジーのチェックを行うことが可能でし

た,植物園観察会の場もこうなれば、ガイ ドは必

要な時が来るまで、わき役です。特定のガイ ドを

必要とせず、専門家もそうでないものも、参加者

どうしが補い合い学び合う観察会。これもまた観

察会の一つのあり方ではないでしょうか.権威づ

けられた専門家に教えられること、知のヒエラル

キーを再生産するだけに終わつてしまわないよう

な学びの場が、この小さな植物園のわくを越えて、

もつと増えていってほしいと願っています.

資料 1:京大植物園観察会開催記録

(作成 : 久松ユリ +影 山貴子 +大石高典)

植物園観察会では、毎月 1回季節や植物園の中の

生き物や現象を対象にテーマを設定し、植物園と

関わりのある案内人が参加者とともに植物園の中

を歩いた。観察会のスタイルやテーマは、変化し

続けてきた。ガイ ドとなる研究 H/や 学生が、動植

写真 オイケノカッパが棲むという園内の池

11
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物に関する最新の研究成果を目の前の生き物を材

料に解説する当初の形式に加え、市民参加者の中

からもガイ ド役を買ってでる人が出てきた。紆余

山折を経て、観察会は研究者や学生、職員、市民

の立場を問わず、植物園に棲む動物や植物を媒介

とした学び合いの場となつた。毎回の観察会には

周辺住民を筆頭に、大学教職員、学生がコンスタ

ントに参加 した。参加回数 10回 以上のリピーター

が多いことは、観察会が文化として地域に根付い

たことを示す。以下は、第 1回 (2003年 4月 10日 )

から第 100回 (2011年 7月 21日 )ま での全観察会

の記録である。参加者の保険加入名簿に残る参加

者数によれば、毎回の観察会の平均参加者数は 31

名 (SD=12)で あり、参カロ総数は延べ 1,963名 以上に

上る。 (案 内人の敬称略。所属は観察会開催当時の

もの。案内人氏名の後の数字は、参加者数を表す。)

第 1回 『春の植物園を歩こう』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):30

第 2回 『新緑の植物園を一緒に歩きましょう』

案内人 :丑丸敦史 (総合地球環境学研究所):23

第 3回  『ユクノキの開花をみよう』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):17

第 4回 『街中との温度差を感じよう』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):16

第 5回  『鳥の声を聞きましょう』

案内人 :梶 田 学 (理学研究科動物系統学研究室):
17

第6回 『秋の植物園～草の実・木の実を探そう』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):7

第7回 『シンポジウム「温故知新」記念観察会』

案内人 :丑丸敦史 (総合地球環境学研究所):13

第 8回 『晩秋の植物園～草の実・本の実を探そう
～Part H』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):12

第9回『師走の植物園～冬支度のいきものたち～』

案内人 :丑丸敦史 (総合地球環境学研究所):16

第 10回『鳥の観察 Pan II』

案内人 :梶田 学 (理学研究科動物系統学研究室):23

第 H回 『冬眠中の虫たち』

案内人 :大橋和典 (農 学研究科昆虫生態学研究

室):21

第 12回 『春を待つ生き物たち』

案内人 :丑丸敦史 (総合地球環境学研究所):18

第 13回『 じぶんの花をみつけよう』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):49

第 14回『夏のはじまり～植物園から飛びだそう～

吉田山の散策～』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):17

第 15回 『六月の吉田山～夏至の候をたのしむ (吉

田山の散策 2)』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):H

第 16回 『 ヒ月の植物園～木陰のいきものたち～』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):23

第 17回 『秋風を待つ植物園』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):18

第 18回 『秋のいきものを見つけよう』

案内人 :大橋和典 (農学研究科昆虫生態学研究室)

+今村彰生 (総合地球環境学研究所):28

第 19回 『たねや芽生えをさがそう』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):30

第 20回 『植物園で染料をさがそう』

案内人 :有元高太 (染色家、なぞや しき):18

第 21回  『 ロシアからやつて来た小鳥を探そう』

案内人 :梶田 学 (理学研究科動物系統学研究室):41

第 22回 『生きものたちの冬越し』

案内人 :吉本治一郎 +大橋和典 (農学研究科昆虫

生態学研究室):36

第 23回 『樹木の立ち姿をみてみよう』

案内人 :丑丸敦史 (総合地球環境学研究所):36

第 24回 『植物園内に残る古代の遺跡』

案内人 :清水芳裕 (文化財総合研究センター):23

第 25回  『咲きかた、散りかた、実りかた』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所)+大
橋和典 (農学研究科昆虫生態学研究室):51

第 26回 『はなやかな葉っば』
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案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):48

第 27回 『ツユときのこ』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):20

第 28回 『夏の虫たち』

案内人 :占本治―郎 (農 学研究科昆虫生態学研究

室):25

第 29回 『植物園で染料をさがそう Pan II』

案内人 :有元高太 (染色家、なぞやしき):26

第 30回 『秋のみどり』

案内人 :今村彰生 (総合地球環境学研究所):39

第 31回 『水辺の植物たち』

案内人 :細 将貴 (理 学研究科動物生態学研究

室):31

第 32回 『鳥と木の実』

案内人 :湯本貴和 (総合地球環境学研究所):73

第 33回 『“ツリーイング"つ てなんだろう?～植

物園の大きな木をみてみよう～』

案内人 :村尾嘉彦 (滋賀県新旭水鳥観察センター):22

第 34回 『森で語ろ う～京大植物園が育むサブ

カルチャー～』

案内人 :中 島和秀 (理学研究科付属植物園)十 大

石高典 (理学研究科人類進化論研究室):36

第 35回 『虫たちの越冬場所～植物を寝床に～』

案内人 :嘉 田修平 (農 学研究科昆虫生態学研究

室):32

第 36回 『北部の春 (き たぐにのはる)』

案内人 :門川朋樹 (理学研究科植物分類系統学研

究室)十大石高典 (理学研究科人類進化論研究室)

十中島和秀 (理学研究科付属植物園):32

第 37回 『タンポポから探る、生き物の分布』

案内人 :西 田隆義 (農 学研究科昆虫生態学研究

室):39

第 38回 『植物が作る謎の部屋―ダニ室をのぞ
いてみ よう』

案内人 :西 田佐知子 (名 古屋大学博物館):41

第 39回 『植物園のきのこたち』

案内人 :小寺祐三 (関 西菌類談話会):45

第 40回『植物園の苔観察～ しゃがんでこそ見

える世界 もある～』

案内人 :秋 山弘之 (兵庫県立人と自然の博物館)

十大石善隆 (農学研究科環境テ
゛
サ
゛
イン学研究室):54

第 41回 『植物園と吉田山』

案内人 :土屋和三 (龍谷大学文学部):38

第 42回  『森で語ろうpan II』

案内人 :坂本三和 (フ ィール ド科学教育研究セン

ター舞鶴水産実験所):50

第 43回 『植物園を含む京大北部キャンパスの

地形見学 と花折 (は なお り)断層』

案内人 :竹村恵二 (理学研究科地球熱学研究施

設):47

第 44回  『植物標本と植物園』

案内人 :村田 源 (元理学部植物学教室講師)+河
野昭― (京都大学名誉教授・元総合博物館館長):
66

第 45回 『 ドングリからさぐる植物の分散戦略』
案内人 :西 田佐知子 (名 古屋大学博物館):20

第 46回 『シダの多様な生活』

案内人 :瀬尾明弘 (総合地球環境学研究所):35

第 47回 『イヌビワについて』

案内人 :小吹和男 (日 本自然保護協会自然観察指

導員):30

第 48回 『春の雑草』

案内人 :三浦励― (農学研究科雑草学研究室):45

第 49回  『春爛漫』

案内人 :三原 等 (ま つたけ十字軍運動):41

第 50回 『京大植物園花の地図をつくろう』

案内人 :西田佐知子 (名 古屋大学博物館)十 坂本
三和 (フ ィール ド科学教育研究センター舞鶴水産

実験所):43

第 51回 『ナミテントウの観察』

案内人 :大澤直哉 (農 学研究科森林生態学研究
室):35

第 52回 『虫たちのえさと住みか』

案内人 :吉本治一郎 (農学研究科昆虫生態学研究
室):17

第 53回 『森で語ろう Pa■ III』

案内人 :森島 映 (AUX):23

第 54回 『京大植物園花の地図を作ろう Pan H』

案内人 :西田佐知子 (名 古屋大学博物館)+坂本
三和 (フ ィール ド科学教育研究センター舞鶴水産

実験所):23

第 55回 『 ミツバチのコロニーの観察』

案内人 :清水 勇 (生態学研究センター):18
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第 56同 『昔のエビソー ドを聞きながら晩秋の京

大植物園を一緒に歩いてみませんか』

案内人 :田 端英雄 (岐阜県立森林文化アカテミー):67

第 57回 『冬の植物観察、小さなL界をのぞいて

みよう』

案内人 :佐久問大輔 (大 阪市立自然史博物館):14

第 58回 『タラヨウとイスノキの話』

小吹和男 (日 本自然保護協会自然観察指導員):16

第 59回 『越冬中の虫たち』

案内人 :吉本治一郎 (農 学研究科昆虫生態学研究

室):26

第 60巨 |『アオバズクの育った森』

案内人 :西村和雄 (フ ィ」レト'科学教育研究センター):31

第 61回 『ゲンペイシダレモモの話』

案内人 :小吹和男 (日 本自然保護協会自然観察指

導員):22

第 62回 『草を見て歩こう』

案内人 :円 中 聡 (農学研究科雑草学研究室):28

第 63回 『小さな竜を探そう』

案内人 :大渕希郷十片山 亮 (理学研究科動物系統

学研究室):21

第 64回 『 トトロをさがそう』

案内人 :鎌田東二 (こ ころの未来研究センター):23

第 65回 『苔じやないコケの話』

案内人 :有元高太 (染 色家、なぞやしき):33

第 66回 『植物園、秋のにぎわい』

案内人 :本間 淳 (理学研究科動物行動学研究室):38

第 67回 『網はクモのココロの窓』

案内人 :渡部 健 (a環境研究所):33

第 68回 『ゆく秋を見る』

案内人 :小吹和男 (日 本自然保護協会自然観察指

導員):56

第 69回 『植物園の落葉落枝 (ご もく)た ち』

案内人 :中島和秀 (理学研究科付属植物園):32

第 70回 『植物園内の冬鳥たち』

案内人 :梶田 学 (理学研究科動物系統学研究室):34

第 71回 『お茶の話』

案内人 :林屋和男 (日 本茶インストラクター協会):30

第 72回 『苔じゃないコケの話 Pa■ II』 案内人 :

有元高太 (染色家、なぞやしき):20

第 73回 『池の中に広がるミクロの世界』

案内人 :大塚泰介 (滋賀県立琵琶湖博物館):29

第 74回 『フイール ド研の見本園観察』

案内人 :山 内隆之 (フ f―ルト
・
科学教育研究■ン

=― ):35

第 75回 『植物園でみられる湿壇恒均』

案内人 :藤 田 昇 (生態学研究センター):41

第 76回 『集まる虫たち』

案内人 :吉本治一郎 (農学研究科毘三生態学研究

室):37

第 77回 『森で語ろう Pan IV』

案内人 :く すきしんいち (ミ ュージシャン):26

第 78回 『バシヨウとバナナの楽しみ方」

案内人 :佐藤靖明 (大 阪産業大学)一倉谷遭子 (観

察会参加者):24

第 79回  『きのこ眼で植物園を見よう !』

案内人 :小 田貴志 (滋賀 県立近江富士花緑公

園):29

第 80回 『一本の枝が語ること』

案内人 :人 田洋章 (樹形研究会):36

第 81回 『 トトロを探そうPan H～ どんくりから

追跡する～』

案内人 :鎌田東二 (こ ころの未来研究セン‐):20

第 82回 『初春の椿』

案内人 :小吹和男 (日 本自然保護協会
=iヽ

菱
=指

導員):13

第 83回 『落ちている実やタネをさがそう」

案内人 :内 貴章世 (大 阪市立自然史博吻曇1128

第 84同 『啓蟄の虫たち』

案内人 :吉本治―郎 (農学研究科昆虫三言
=研

究

室):18

第 85回 『植物行動学』

案内人 :幸島司郎 (野生動物研究センター):10

第 86回 『春の虫たち』

案内人 :嘉 田修平 (農 学研究科昆虫生憲学研究

室):20

第 87回 『色の名前と自然観察』

案内人 :有元高太 (染 色家、なぞやしき):18

第 88回 『身近なカエルたち』

案内人 :原村隆司 (理 学研究科動物行動学研究

室):26
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第 89 Ll『夏の昆虫の歩み～アリとバッタと時々

オサムシ』

案内人 :奥崎 穣 (理学研究科動物生態学研究室):30

第 90回 『植物園のチョウとその食草』

案内人 :鈴木紀之十秋山耕治 (農学研究科昆虫生

態学研究室):26

第 91回 『ダンゴムシとその仲間たち』

案内人 :石 田 惣 (大阪市立自然史博物館):23

第 92回 『 11月 祭参加特別観察会』

案内人 :丑丸敦史 (神戸大学人間発達環境学研究

科)、 今村彰生 (京都学園大学バイオ環境学部):
51

第 93回  脚貞物園内樹木のナラ枯れについて』

案内人 :三井一禎 (農学研究科微生物環境制御学

研究室):40

第 94回 『京都盆地の冬鳥』

案内人 :和 田 岳 (大阪市立自然史博物館):30

第 95回 『苔でないコケの話 Pa■ Ⅲ 観察の旬～地

衣類を探してみよう～』

案内人 :有元高太 (染色家、なぞやしき):20

第 96回 『春の野草』

案内人 :三浦励― (農学研究科雑草学研究室):38

第 97回 『植物園の竹を楽しもう』

案内人 :柴 田昌三 (フ ィールト
゛
科学教育研究センター):31

第 98回 『放射線の線量と生物への様々な影響』

案内人 :米井脩冶 (京都大学名誉教授)十 秋山秋

梅 (理学研究科環境応答遺伝子科学研究室):43

第 99回 『京大植物園 TODAY:発見を発信してみ

よう』

案内人 :大石高典 (アフリカ地域研究資料センター):23

第 100回 『学べる植物園』

案内人 :今村彰生 (大阪市立自然史博物館):41

資料 2:観察会の手順 (参考)

(作成 :影山貴子 十 久松ユリ)

1)ガイ ドをお願いしたい方とコンタクトをとり、

日取りとテーマを相談する。

2)日 が決まつたら利用願いの申請書類を理学研

究科生物科学事務室へ提出する。利用 日の 2週 間

前までに提出しなければならない。学外者の申請

には京都大学教職員の紹介者が必要。

3)許可が出たらガイ ドさんに知らせる。テーマ

を確認 し、チラシとポスターを作成する。同時に
HPに アップ、案内メールを送付するなど宣伝をす
る。予めポスターやチラシを引き受けてくれる協
力者を探しておく。

4)ガイ ドさんに、予め準備するものや当日配布
の資料があるかどうか聞いて早めに手配しておく。

*準備の例としては、ルーペ、双眼鏡、地図、色

鉛筆、配布用紙など。資料はなるべく早めに原稿
を受け取リコピーを作成しておく。(観察会当日渡
されて困つたこともよくあつた。)

5)当 日の写真係を予約しておく。

6)観察会当日は開催 20分前より受付用の机を置
いて受付用品一式 (参加者名簿用紙、感想文用紙、
鉛筆、台紙、名札、カンパ箱など)をならべ、準

備をする。 リクレーション保険をかけるため、参
加者名簿が必要なので名前と住所を書いてもらう。
資料と名札を渡す。ガイ ド、アシスタン トにも名
札をつけてもらう。観察会が始まっても、遅れて

くる人のために受付で少々待つ。

7)観察会中は参加者が通路からはみ出ないよう、
また実験中の野外装備に支障が無いように注意す
る。ガイ ドの補助をする。

8)終了数分前には受付に戻り、感想文用紙と筆
記具を渡す準備ををする。戻つてきた参カロ者から

名札を回収する。感想文を書いて貰う。ガイ ドさ
んにも後 日ガイ ドレポー トをメールでもらえるよ

うお願いする。

9)感想文およびガイ ドレポー トをパソコン入力
し、HPに アップする。当日の写真を写真係からも
らって数枚選別 し、キャプションをつけて HPに ア

ップする。ガイ ドさんへお礼状とともに参加者の

感想文を送る。

10)そ の他
★ 部屋を借 りての開催の場合など、部屋の予約、
プロジェクターや顕微鏡の手配など必要に応 じて

準備する。

★ 遠方から来ていただくガイ ドさんには交通費
の実費を支給する。会計係が必要。

★ 観察会終 了時には受付用品参加者名簿用紙、感

想文用紙、鉛筆、台紙、名札、カンパ箱など)を
チェックし、適宜整備・補充する。雨に濡れた場

合は干して乾かす。

★ 参加者からのメール、電話、直接など様々な問
い合わせへの対応が必要。
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編集後記

京大植物園を考える会の基幹をなす活動の一つであった植物園

観察会が、その幕を閉じました。本号の僅かな紙面では、とても

8年間半にわたる観察会活動の総括を行うことはできません。し

かし、活動の開始、継続、展開に関わつてきた方々のうち、中心

的な役割を担ってきたみなさんからご寄稿いただきました。

石田紀郎さんには、考える会発足時からミーティング場所を提

供していただき、活動の相談に乗っていただきました。影山貴子

さんと久松ユリさんは、観察会活動の一番 「しんどい」部分を事

務局の立場から支えてこられました。最初と最後の観察会でガイ

ドを務められた今村彰生さんは、観察会の発案者の一人でもあり

ます。橋川篤子さんと高田道子さんは、観察会後半の熱心な参加

者でした。特に橋川さんには、外部からのスタッフとして観察会

の運営に加わっていただきました。

最後に、観察会開始以前から 10年以上にわたって植物園に園

丁として勤務され、毎回の観察会に大学職員として立ち会われて

きた中島和秀さんからは、本号への文章寄稿の代わりに、短歌を

一首送っていただきました。ご紹介して終わりたいと思います。

京大植物園観察会100回 を言祝ぎて

市中の秘密の森を開かんと集へる人に老い時雨かな

201/■ 10月 10日 大石高典
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